
戦
争
法
な
く
そ
う

力
を
あ
わ
せ
て
京
都
か
ら―

広
が
る
願
い
を
、こ
ぞ
っ
て

女
性〝
憲
法
市
長
〞の
誕
生
へ

  

戦
争
法
強
行
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
全
国
注
視
の
た
た
か
い
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　「
戦
争
法
廃
止
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掲
げ
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全
国
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懇
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会
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か
け
る

市
長
が
京
都
で
誕
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す
れ
ば
、民
主
主
義
と
立
憲
主
義
を
と
り
も
ど
す
、

巨
大
な「
シ
ョ
ッ
ク
」を
全
国
に
広
げ
ま
す
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主
主
義
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と
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。

　安保法制（戦争法）に反対してきた諸団体
の市民有志は12月20日、「安保法制の廃止
と立憲主義の回復を求める市民連合」（略称
＝市民連合）を結成しました。熊本（定数１）
では戦争法廃止へ、市民と5野党が結集。
夏の参院選へ、統一候補が実現しました。

安保法制廃止へ「市民連合」結成

12月20日、「市民連合」結成の記者会見
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JCP京都 7月 参院選 京都選挙区 大河原としたか（定数2） 自公退場、戦争法なくす政府へ

京
都
市
政
の
転
換
へ
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

京
都
維
新
の
会

　

松
井
代
表
や
橋
下
前
代
表
は
、夏
の

参
院
選
で
、自
民
、公
明
と「
お
お
さ
か

維
新
」で
3
分
の
2
以
上
の
議
席
を
め

ざ
し
、改
憲
の
体
制
を
つ
く
る
と
明
言
。

改
憲
の
先
兵

安
倍
暴
走
を
助
け
る

　民主党は、今回も「情けない
話だが、今は協調路線で…」
（12月22日「読売新聞」）と自
民党・公明党に相乗り。
　一週間後の八幡市長選でも
同様の事態が…。
　自民党主導の「オール与党」
政治と決別し、野党の協力へ
一歩ふみ出すべきときです。
民主党には、ぜひ目を覚まし
てもらいたいものです。

野党は
協力してこそ！

戦争法廃止へ

「主導権を握るのは自民」
──12月22日「読売新聞」

現職市長の 言行録現職市長の 言行録
戦争法原 発消費税

評価しない
 57％
評価しない
 57％

（毎日新聞10月）

安保法制 安保法制 
反対
 58％
反対
 58％

（日本世論調査会9月）

原発再稼働原発再稼働

（朝日新聞11月）

 60％
反対
 60％
反対

消費税10％消費税10％

議
会
で
質
問
さ
れ
て
も「
見
解
は
あ
え

て
い
わ
な
い
」と
容
認
。

■
侵
略
戦
争
を
肯
定
す
る
団
体「
美
し
い

日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
京
都
府
民
の

会
」の
設
立
総
会
に
祝
電
。

■
「
国
の
責
任
に
お
い
て
稼
働
の
必
要
性

を
明
ら
か
に
し
」と
、再
稼
働
を
容
認
。

■
10
％
増
税
に
反
対
せ
ず
。

8
％
増
税
の
時
に
は
、増
税
分
を
転
嫁

し
て
、市
バ
ス
、地
下
鉄
、水
道
料
金
、

使
用
料
な
ど
を
軒
並
み
値
上
げ
。

市
民
に
総
額
27
億
円
の
負
担
増
。

■

京都ショッ
ク

2・7
おこそう

自公 現職が牛耳る に
戦争法強行の

民主が相乗り

ぎゅうじ NO!



景
観
、学
校
・
公
共
施
設
跡
地
は
市
民

の
財
産

・

こんな
市政が

〝
ま
ち
こ
わ
し
〞

〝
痛
み
〞の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

四
条
通
は
、拡
幅
工
事
で

あ
の
大
渋
滞
に

「
渋
滞
で
バ
ス
は
な
か
な
か
進
ま

な
い
。 

多
額
の
税
金
を
投
入
し

た
割
に
効
果
は
疑
問
だ
」（「
朝
日
」

12
月
13
日
）と
不
満
続
出
。

世
界
遺
産
・
二
条
城
の
敷
地

に
大
型
駐
車
場
、下
鴨
神
社
に

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
を
計
画

大
企
業
の
も
う
け
の
た
め
に
、規

制
緩
和
と
ま
ち
こ
わ
し
を
進
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
京
都
が
京
都
で

な
く
な
り
ま
す
。

学
校
の
跡
地
利
用
も

独
断
専
行

市
民
の
寄
付
で
つ
く
っ
た
歴
史

あ
る
学
校
。防
災
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る

15
の
跡
地
を
、民
間
企
業
の
も
う

け
の
た
め
に
貸
し
付
け
。

写
真
左
の
石
垣
、緑
地
を
駐
車

場
に
す
る
計
画

東
山
区
の
元
清
水
小
学
校

渋
滞
す
る
四
条
通

京
都
の
あ
ら
た
な

市
民
に
は

市
営
保
育
所
を
次
々
と
民
間
移
管

保
育
予
算
を
削
減

２
０
１
４
年
ま
で
は
２５
園
あ
っ
た
市
営
保
育
所
を
10
も

廃
止
・
民
間
移
管
。保
育
予
算
を
削
減
、保
育
へ
の
公
的

責
任
を
投
げ
捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

敬
老
乗
車
証
の
改
悪
に
執
念

今
年
9
月
以
降
は「
規
定
方
針
ど
お
り
」と
、市
バ
ス・地

下
鉄
に
乗
る
た
び
に
1
0
0
円
程
度
払
う
制
度
へ
の
改

悪
を
明
言
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は

府
内
最
低
の「
3
歳
未
満
」（通
院
）

高
卒
、中
卒
ま
で
無
料
化
が
広
が
る
中
、「
通
院
」で
京
都

府
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
い
な
い
の
は
京
都
市
だ
け
。

相
次
ぐ
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

国
民
健
康
保
険
料
は
２
０
０
８
年
か
ら
３
年
連

続
値
上
げ
。子
ど
も
の
学
資
保
険
ま
で
差
し
押
さ
え

る
な
ど
、滞
納
差
し
押
さ
え
は
７
年
で
５
倍
。

保
育
料
な
ど
の
公
共
料
金
を
軒
並
み
値
上
げ
。

命
と
く
ら
し
を
守
る
市
政
に
変
え
ま
し
ょ
う

女
性
代
表
で
あ
な
た
の
願
い
を

託
し
て
下
さ
い

子
ど
も
は
未
来
・
い
の
ち
は
平
等

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

憲
法
違
反
の
戦
争
法
廃
止
へ

原
発
ゼ
ロ
。消
費
税
１０
％
は
中
止
を

保
育
園
に
入
れ
る
よ
う
に
し
て

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
払
い
な
く
し
て

国
民
健
康
保
険
料
を
下
げ
て

敬
老
乗
車
証
を
な
く
さ
な
い
で

地
元
の
中
小
業
者
を
支
援
し
て
ほ
し
い

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
を
な
く
し
て

学
校
の
跡
地
活
用
は
住
民
の
た
め
に

京
都
の
ま
ち
を
守
っ
て
ほ
し
い

ムダづかいストップ
市内高速道路（2900億円）中止

　1989年の市長選挙で大争点と
なった大文字山ゴルフ場建設計画
や鴨川へのダム建設（90年）、フラン
ス橋計画（98年）など、まちこわしの
計画が持ち上がるたびに、京都を
愛する市民と共同して断念させて
きました。

　総額5800億円、ムダと環境破壊
の京都市内高速道路計画は、30年以
上にわたり市民と力をあわせ、未着
工3路線（堀川線・西大路線・久世橋線）
を計画断念させています。トラブル
続きの焼却灰溶融施設（運転経費年
間20億円）も契約解除させました。

京都のまちと景観守る
大文字山ゴルフ場、鴨川フランス橋ストップ

みなさんと力をあわせて
実現してきました。

「
全
国
平
和
首
長
懇
談
会
」を
よ
び
か
け
、

戦
争
法
廃
止
を
全
国
に
発
信

ア
ベ
暴
走
政
治
に
キ
ッ
パ
リ
反
対

・・ ・
保
育
所・学
童
保
育
所
を
増
設

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化

「
子
ど
も
未
来
局
」で
子
育
て
の
悩
み
・

困
り
ご
と
解
決

国
保
料
の
引
き
下
げ
、敬
老
乗
車
証
の

拡
充

長
寿「
サ
ポ
ー
ト
計
画
」で
お
年
寄
り

に「
尊
厳
あ
る
人
生
」を

「
中
小
企
業
地
域
振
興
基
本
条
例
」で

中
小
企
業
を
応
援

「
若
者
雇
用
お
う
え
ん
条
例
」で「
働
く

貧
困
」を
解
決

・・・・・「
区
民
協
議
会
」を
つ
く
り
、住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り

・ ・

これまでも、

　これからも


